
　
　

平
成
三
十
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度
活
動
報
告

平
成
三
十
年
度
活
動
報
告

一 

、
研
究
紀
要
発
行
、『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
七
号
、
平
成
三
十

年
五
月
三
十
一
日

二 

、
例
会
発
表
（
毎
週
火
曜
日
、
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
駒
澤
大
学

深
沢
校
舎
・
仏
教
経
済
研
究
所
内
に
て
）

　
　

平 

成
三
十
年
四
月
十
七
日
、
工
藤　

豊
「
井
上
圓
了
に
お
け
る

『
近
代
仏
教
』
観
」

　
　

四 

月
二
十
四
日
、
徳
野　

崇
行
「「
精
進
料
理
」
と
日
本
人―

近
世
料
理
書
を
中
心
に
」

　
　

五 

月
八
日
、
辻
井　

清
吾
「
信
仰
と
ビ
ジ
ネ
ス―

鈴
木
馬
左
也

と
大
原
孫
三
郎
に
み
る―

」

　
　

五 

月
十
五
日
、
永
井　

俊
道
「
関
東
三
箇
寺
と
江
戸
三
箇
寺
の

成
立
に
つ
い
て
」

　
　

五 

月
二
十
二
日
、
小
谷　

能
久
「
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の

修
行
論
（
２
）」

　
　

五 

月
二
十
九
日
、
伊
東　

徹
真
、「
私
の
師
匠
・
原
田
湛
玄
老

師
自
伝
聞
き
書
き　

№
２
１
９
か
ら
」

　
　

六 

月
五
日
、
バ
フ
マ
ン
・
ザ
キ
プ
ー
ル
「
イ
ラ
ン
に
お
け
る
仏

教
史
」

　
　

六
月
十
二
日
、
工
藤　

豊
「
井
上
圓
了
の
学
問
観
」

　
　

六 

月
十
九
日
、
藤
本　

典
嗣
「
福
島
原
子
力
災
害
に
お
け
る
予

算
制
約
と
除
染
の
絶
対
化
」

　
　

六 

月
二
十
六
日
、
胡　

建
明
「
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師

の
法
嗣
た
ち
に
お
け
る
諍
論
に
つ
い
て―

特
に
『
費
隠
禅
師

別
集
』
に
お
け
る
木
陳
道
忞
に
対
す
る
費
隠
通
容
の
批
判
に

注
目
し
て―

」

　
　

七 

月
三
日
、
村
上　

弘
子
「
明
治
初
期
の
高
野
山―

布
教
と
学

制
を
中
心
に―

」

　
　

七
月
十
日
、
柴
崎　

文
一
「
ヘ
ー
ゲ
ル
を
読
む
」

　
　

七 

月
十
七
日
、
都
通
憲
三
朗
「
元
曲
に
登
場
す
る
民
間
信
仰
の

神
々
」

　
　

九 

月
二
十
五
日
、
四
津
谷
孝
道
「
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
ゲ

ル
ク
派
の
台
頭
の
背
景
」

　
　

十
月
二
日
、
松
井　

柳
平
「
実
験
経
済
学
管
見
」

　
　

十 

月
九
日
、
工
藤　

豊
「
江
戸
期
の
廃
仏
論―

国
体
論
へ
の
展

開
を
考
え
る―

」

　
　

十 

月
十
六
日
、
伊
藤　

良
久
「
輪
住
地
に
お
け
る
輪
番
住
職
の

一
年―

總
持
寺
・
最
乗
寺
・
大
洞
院
の
事
例
か
ら―

」

　
　

十 

月
二
十
三
日
、
鈴
木　

幸
毅
「『
四
苦
八
苦
の
世
界
』
と
仏

教
の
捉
え
る
『
幸
福
』
観―

環
境
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

幸
福
に
向
け
て―

」

　
　

十 
一
月
六
日
、
坂
本　

要
「
死
者
の
遺
品
を
傘
に
吊
り
下
げ
る

習
俗
」

　
　

十 

一
月
十
三
日
、
山
本　

元
隆
「
元
照
の
菩
薩
戒
体
思
想
」

二
八
〇



　
　

十 

一
月
二
十
日
、
永
井　

俊
道
「
道
徳
教
育
に
お
け
る
『
畏
敬

の
念
』
と
『
宗
教
的
情
操
』
に
つ
い
て―

「
特
別
の
教
科　

道

徳
」
の
教
科
書
内
容
よ
り―

」

　
　

十 
一
月
二
十
七
日
、
辻
井　

清
吾
「
石
門
心
学
の
現
代
的
意
義

と
経
済
思
想
に
つ
い
て
」

　
　

十 

二
月
四
日
、
小
山　

一
乗
「
稲
妻
（lightning

）
で
考
え
る

「
特
別
の
教
科　

道
徳
（Special subject M

orality

）」
の

「
畏
敬
の
念
（A

w
e

）」

　
　

十 

二
月
十
一
日
、
荒
木　

稔
恵
「
Ｍ
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
を
ど
う
読

む
か―

共
同
主
義
の
人
類
史
的
根
拠
に
つ
い
て―

　

渡
辺
京

二
氏
の
講
演
よ
り
」

　
　

十 

二
月
十
八
日
、
胡　

建
明
「
中
国
仏
教
史
上
に
お
け
る
求
那

跋
陀
羅
の
位
置
づ
け―

『
四
巻
楞
伽
』
と
初
期
禅
宗
史
に
お

け
る
虚
と
実
―
」

　
　

平 

成
三
十
一
年
一
月
十
五
日
、
徳
野　

崇
行
「
地
域
社
会
に
お

け
る
寺
院
の
役
割―

夕
張
市
の
二
寺
院
を
中
心
と
し
て―

」

　
　

※ 　

昨
年
度
の
例
会
発
表
に
関
し
、
左
記
の
記
載
を
欠
落
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
発
表
い
た
だ
い
た
辻
井
様
と
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

 　

平 

成
二
十
九
年
五
月
三
十
日
、
辻
井　

清
吾
「
信
仰
に
見
る
経

営
理
念
と
社
会
貢
献
へ
の
意
義―

土
光
敏
夫
と
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ―

」

三
、
調
査
活
動

　
　
「 

地
域
社
会
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

調
査
の
実
施

　
　

調
査
責
任
者
：
徳
野
崇
行
（
仏
教
学
部
専
任
講
師
）

　
　

調 

査
対
象
と
寺
院
：
台
湾
の
台
南
・
台
北
市
に
お
け
る
寺
院
調

査
（
開
元
寺
を
中
心
と
し
て
）

　
　

参 

加
者
：
徳
野
崇
行
（
駒
澤
大
学
准
教
授
）、
武
井
謙
悟
（
駒

澤
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）、
横
山
龍
顕
（
駒
澤
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

　
　

日
程
：
平
成
三
十
一
年
三
月
六
日
〜
三
月
九
日

二
八
一




